
（様式６）
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由利森林管理署

方法 数量 方式 数量 場所 積込機械
片道運搬

距離
数量

林地
傾斜

延長 編柵 緑化
薬剤散布

（スミパイン）

 ha ％ 本 ㎥ ㎥ cm ㎥ ㎥ ㎥ ｍ ㎥ 緩・中・急 ｍ ｍ ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 451 113 笹子出張所

１０１７れ 水涵保 秋田スギ 47 間伐　列状（1伐2残） 1.19 33 361 152.5 0.42 22 113 全木 153 プロセッサ 113 山元 中 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 549 273 笹子出張所

１０１７そ 水涵保 秋田スギ 46 間伐　列状（1伐2残） 1.82 33 639 370.9 0.58 22 273 全木 371 プロセッサ 273 山元 急 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 736 484 笹子出張所

１０１７そ１ 水涵保 秋田スギ 46 間伐　列状（1伐2残） 4.31 33 1659 655.8 0.4 20 484 全木 656 プロセッサ 484 山元 中 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 1109 535 笹子出張所

１０１７そ２ 水涵保 秋田スギ 45 間伐　列状（1伐2残） 3.83 33 948 724.4 0.76 28 535 全木 724 プロセッサ 535 山元 中 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 1410 580 笹子出張所

１０１７そ３ 水涵保 秋田スギ 46 間伐　列状（1伐2残） 4.48 33 1431 787.4 0.55 26 580 全木 787 プロセッサ 580 山元 中 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 2164 873 笹子出張所

１０１８い 水涵保 秋田スギ 59 間伐　列状（1伐2残） 5.80 33 1154 1185 1.03 34 873 全木 1,185 プロセッサ 873 山元 中 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 462 1,009 笹子出張所

１０１８は 水涵保 秋田スギ 46 間伐　列状（1伐2残） 10.10 33 3065 1368 0.45 20 1009 全木 1,368 プロセッサ 1,009 山元 急 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 1312 576 笹子出張所

１０１８は２ 水涵保 秋田スギ 44 間伐　列状（1伐2残） 5.57 33 831 779.6 0.94 32 576 全木 780 プロセッサ 576 山元 急 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 1049 900 笹子出張所

１０１８は３ 水涵保 秋田スギ 45 間伐　列状（1伐2残） 4.79 33 1469 1222 0.83 30 900 全木 1,222 プロセッサ 900 山元 緩 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 1493 442 笹子出張所

１０１８は４ 水涵保 秋田スギ 46 間伐　列状（1伐2残） 2.35 33 718 599.5 0.83 30 442 全木 600 プロセッサ 442 山元 緩 5.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 1983 619 笹子出張所

１０１８へ 水涵保 秋田スギ 47 間伐　列状（1伐2残） 4.88 33 2203 838.8 0.38 20 619 全木 839 プロセッサ 619 山元 中 4.7

日照滝 育成受光伐 フォワーダ 2665 226 笹子出張所

１０１８へ２ 水涵保 秋田スギ ## 複層伐　定性 0.63 50 214 306.9 1.43 40 226 全木 307 プロセッサ 226 山元 急 4.7

日照滝 保育間伐（活用型） フォワーダ 257 1,227 笹子出張所

１０１８ぬ 水涵保 秋田スギ 49 間伐　列状（1伐2残） 11.00 33 4003 1661 0.41 20 1227 全木 1,661 プロセッサ 1,227 山元 中 4.7

フォワーダ 7,857 BH0.45 RC-80
薬剤は

150倍希釈
6m　200枚

60.75 #### ##### 7,857 ##### 7,857 グラップル付トラック 0 14764 0 0 3,600 360日間

森林作業道作設の林地傾斜欄の区分は以下のとおり。
　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上

　　令和５年度  　　　　　　森林環境保全整備事業請負　林分条件調査表

物件番号

物件名 森林環境保全整備事業（日照滝国有林）

国有林名

林小班

保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分

伐採方法　伐採方法の細分

面積
備　考本数 材積
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本当
り材
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伐
採
率

立木資材量
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産量

予定作業量
最寄り市町
村からの距

離
砂利
数量 鉄板

規格*枚数

伐倒 集・造材 小運搬巻立 森林作業道作設 林地保全 土場作
設等



別紙  

 

    森林環境保全整備事業（日照滝国有林） 

検知業務作業内訳書 

 

                              単位：ｍ３ 

物件番号 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備  考 

１号 素 材 （１）の業務 ４，２９０  

  （２）の業務 ７６  

  （３）の業務   

  （４）の業務   

  （５）の業務 ３，４９１  

 計  ７，８５７  

注１ 各物件の内訳数量を、検知業務請負契約の作業内容毎に基づき記載すること。 

 

検知業務請負（作業内容） 

 

（１）の業務  素材の長級・径級を測定、木口表示を行い、指定野帳に記入し、

巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。 

                             
（２）の業務   素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、指定野       

帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。 

 

（３）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行う作業、ト

ラック運材の積み込み本数を確認し送状に記載・交付する作業、及

び最終貯木土場において指定野帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、

スプレーの塗布を行う作業。 

 

（４）の業務  素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示、材積計算を行

い、送状（概算引渡物件明細書）を交付し、スプレーの塗布を行う

作業。 

 

（５）の作業  低質材及び低評価一般材の層積検知（縦、横、高さを測る）を行

い指定野帳に記載し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行

う作業。 

 


